





























































































































































































































































































































































































































































1：約九 2：投下谷， 3：鎌fF1L1, 4：伊豆長問，





7：行会， 8：上賀茂， 9：天ケ言語， 10 : JI：手，
1 ：志摩， 12：長九 13：紀州， 14：湖11,






a：京Jt, b：八木， c：妙見， d : ；待機，





れ：吉松， 0: 51ノ－，1,: p ：小池， q : ;jヒ岳，
r：権現rLi, s：昭和出若， t : 黒子1¥, u：鍋山，







防災一途….....・ H ・..・ H ・.・ H ・H ・H ・.・ H ・…..・ H ・...・ H・－京都大学総長前田敏
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所 感...・ H ・－……ー....・ H ・－－… H ・H ・－…..・ H ・－－……・...・ H ・...・ H ・...・ H ・－－…石原藤次郎
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H{JfJ26. 6. 15 設買委員会誌協議員会続程（案）， 人三j.＼.ーなどを議決して解散，以後の運営は協議民会に静される。
n和26.11. 8 防災研究所協議員会規程が制定される。
昭和28.8. 1 文部有令第19号；こより， nる。
m:r1t13. 4. 1 
昭和34.7‘9 







11B1NO. 4. 1 
：文；；右手？？令弟13ワにより？地かく変動研究部門が設択される。
文総行令第19ワ！こよ弘地すべりす：研究部門が設j討される。












日？刊行42.6. 1 文部fl令um号・江＇H2弓ー により， lf!H震拡略研究部内ならび、に屯鶴峯地殻変動組側所および穂高倒的
観1Wl所が設問される。
昭和］44.4. 1 文部符令第18号により， f忠白地すべ！？観測所および大潟波浪M！摂lj所が設託される。
昭和45.4. 17 文部i号令第12号・により，北龍微小地震観測所が設置される。























員牧 義彦， t日~iiiJ 慈子
常勤労務者服部行！読





助 手後藤典俊， 入企孝次郎） 1[Jl1防長1日＊
事務官瀬）I 一志
技 r-: 西 正男，小林 1rf犬





技 津員長吉弘小泉 a或， j益見成光
小泉律子，細
Jjf:f芸能佐員牧野純子
Jマ士Yプ＇（，、 授 i：王国 ｝主夫， ！J＼れ 泉）去ネ
l1)J 敦授 i土i1Jヨ寅jと
i出 手－，1・沢 ｛えし竹本経三






！髭 設 柴田 設？後；誌尚ラ：｝＊
出j 教授 岐 ：，Ji
助 子大棋 iE紀，石黒良夫
']l：務トrl!c品上位i邦己技能ト申告員 :kTr 尚立





X e号ぺ、f: 教 石原総次郎久岩｛主義朗料





i出 教 投芦田和男， JI：上頼輝料
助教授高構 ｛ミ：
出J 道上 .r1ミ短？史村 氏｛言
J支 吉l:fI 義郎
事務描｛全員村田説子？技詑f1!｛主員堀口正英




4 第1 f-υi、しI 
Jj<. !5之 教 J交角屋 i控












じよ 1う二Z 教 投与ミ出節夫
助教民指）毛義HB，堀江 jf治久




すべり W1 g~ 通［えし ,hYJ lri 漆jじ光春料本
日j 竹内館titrf1JI i(r:Y, 
・Ji: 務’b’fr1勾 j下f
」J：務r,n佐品品1:1 糸ゴニ









若手務禎｛主品 f~I林多美子，技能補佐員， J11主 博一








思 i穿 ;1/ti I¥" j七
事務補注品雀部よし f
臨時用務員西村晃一，本島京子
所j勾 4'人 授占JI 久保寺本料
Jl)J 教詑｝J［］茂辛子h fll:I Jf＆孝ネ
時j 江頭痛jふ西 潔， 小野 i寺尉ネ
菊地茂智矢 111:i 良宗門須総指IYJ*
；：£ 中村 1~ifl, !~ii Il fg惟
思惑 武 アツ
'Jf務補｛主主i l~ii Il千｛去f
技術補佐員 1Vi1J 鉄朗，）I野 ！長志
j所il 以 民 ！芋本 :)15,):f 
i出教民同野地之助弐議 f:1i 宮腰if'/」－・立ISネネ






出j 土）／「 ）℃ 
事務＇［｝＼’和 1 'it.J;, fiJ 1 i寺夫
丹）fr 悦約／ 設イi:lさ綾kif!
出j 手森 HE；半
J支 f { ）己；Ii主寿秀，河内 ｛中治





勤鶴f峯t立地測殻所 以η1 J交 i',.;jLU Jil)-: 
立)j 手足上謙介
J之 1：，；版社1it.良
1i:j測砂所防 以協 投持LU F!J';J 
出j V¥Ll ".!11UJ 
志i五 _rE詮
誌l寺用務員滝沢揮雄




一大観病測Yl支所j良 拡知 1＇.況ぇ 義人
出j I~ ） I ・
技 '(K 内1-W 清








品ト ；ょト 長岩1 善次
務官村）~ 紘一，大内 忠，高HJ 和代
4南 テ；？？千代進…？奥野 正
技 宮大持l1 AV! 
技能 1j:i JI I 手社長IS
事務補佐長橋本部j三事It谷良工C
：…b!Jl τピリり主し rn m‘ 谷 泰雄
7支 ~Ci LU ！寿久
ミJi：務トrlH全品静野
・施設長＊併i壬料研究担当 料りド常勤
職 員数 官専任 72名， 1)f：任・研究担当 27名，非常勤 8名
務日 2471，技官 41名，その他 4名，非常勤 37名
大学i涜学生時土；型軽恕 3名，工 5名
｛底土課程主l a名，工 18名















? ? ，? ? ?
3. 識の変 j嚢 7 
26 ｛昔地
61 6 II 
6ラ377 6ヲ377
846 6 840 借地
1,497ι 1ヲ497 ／ 
8 8 II 
390 : 390 II 
oi 125 125 
66 66 





49 49 ' 
6 6 
6 6 




25 13 12 ／ 
13 13 ノ／
66 66 ／ 
48 48 ノ／
135 135 ノ／




17 ヨ 8 ／ 
23 I 23 ／ 
86 l 84 ! 21 
15 15 i // 
60 60 i ノ／
312 i 230 ぷえのlh・ ス1?.l i // 
鎌長大田山野和炉観合〈須測室坂市大？坂同字





















40 40 ／／ 
50 50 II 
6 6 






140 140 ／／ 
2,047 2ラ047
3,292 3ラ292
l, 055 l, 055 

















日月観測室 7 7i i // 
71 7 
氷上観測主 7 71 iノ／
7 7 
j 大j量観測主 7 7 I II 
7 7 
泉町観測室 7 7 
兵j車IJ¥＂加盟， IT河内町 7 7 
妙見組側室 8 81 ! /
8 8 






























































昭26. 4. 1 研究所設置に伴ない，
数段 3，助教授 2，助手 3，事務官 l，躍員 3，傭人 2，計14名
昭和261r:度行政経理のため？
1名減
昭28. 8. 1 水J1A実験所設置のため，
W1数段 l，助手 l，蕗呂 2，増；傭人 1，減計3名増
fl29. 4. 1 研究所快諾iのため，
l，劫手 l, J語以 2,HI・4名増
lヨ30. 7. 1 研究所怒儲のため，
i紅子 2,:1"'./ 
間31. 4. 1 i j-政終恕のため，
属片17,i成
flf33. 4. 1 地殻変動部門設問のため，




助教授 l，事務官 2，技官 l，麗此 l，増；雇員 3,i成 ,n-2名増
昭34. 9. 1 地すべり部門設1fせのため，




教授 1，助教授 l，助手 3，腹員 2, ~t\- 7 1"増
昭和35咋度定員接替その地のため，
能人1
IH36. 4. 1 lfi.J-乱部i立；＼15[1うならびに海岸災害防止部門設試のため，
敦J受2，助教授 2，助手 4，鹿員 2，情人 2，計12名増
昭和36年度定員振替その他のため，
技官 l，雇員 7，増；雇員 1, ？，戚言1・7名増
照37. 4. 1 地盤災害訪1二部門設置のため，
教授 l，助教授 1, l)J手 2，雇員 l，傭人 1，三1・6名塙
昭和37年度定員振詳その他のため，
事務官 3，震員16, ±曽；雇員 3，減計16名増
u百38. 4. 1 地形土壌災害防止部門および内71<災害防Jl:.l¥i）門の設註ならびに桜島火山観測所整f1誌のため，
教授 2，助教授 3，助手 4，雇員 3，傭人 2，計14名増
昭和38年度定員振替のため，
助手 1，増技官 l, i戚
昭39. 4. 1 地担額室主部門ならびに高取徴ノトj世震線開所設罰のため，
3. の変遷
教授 I，助教授 l, lJ子 3，技r,;1，濯註 4,i詩人 L ;n-1名増
昭40. 4. 1 秒前部門および地麗予知計測部門ならびに！二宝地殻変動製部所設何のため？
数段 2,lJ教授 2，助手 5，技官 1, 4, ati4名i曽
昭41. 4. 1 災’占気投部門ならびに潮岬患力実験所およびFl？%海象観測所設；iそのため，
教；＇11, J1J数民 1,lJ手 4，技官 2，濯H4, ,fl-12名:Lt
昭和41年度 j成長i配：jとより，
原良1お減
昭和42. 6. 1 耐震1却礎研究部門なちびに屯鶴峯地殻変動組側所および穂高砂防組関所設読のため
教授 I，助教段 l，助手 4, ｛＂主p;1，属品2, JI’9名摺
昭和43. 4. 1 j成員担ごうにより
品詩人1名減
13 
昭和44. 4. 1 1船三地すべり総測所ならびに大潟波浪観?Jlij円ifrの設計および桜島火山観測rfd斜計jと特殊装汽運転職員
惜のため
数段 1，助手 2,i主・1¥1, J詫H1, ,i・5名増
llrl和441ド~定只削減により
助手 l，主！？人 1, ,l" 2名減
fl?H145. 4. 1 北陸徴ノト地震観測月！？設計のため？
l)J手 1, t!Zf•; 1，計2'Yi増
駅手145年度定艮削減により
在日人1r;減
n rn46. 4. 1 宇治JI水J:ti実験所ならびに鳥攻微小地震観測所の誤認jおよ
め，
教授 l, 1)1手 l，技T2, ,J 4名増
助教J受lfi戒
昭和46年度定見出減により，
助手 1，知人 1, ,it 2 fij域
j：記のような変遷の結果，現子i：り定Hは下記のようになった。























L 600, 000 
岩捜溜内ff誤1'.f:＇総讃 i己主計 3ラ500,000
14 おrn
庁費その他 1フ789,719 一段予算： 121, 451, 835 
営繕関係予算 14,888,000 48ヲ375ラ000
桜島火山観測所建物新営 5ラ852,000 物件費 73,076,835 
ノ／ 屋外電気投開j 1,182,000 職員旅'!Hl 471予830
酎｝弘明究宗模様子十 7,854,000 645,670 
科学研究費補助金 5,820,000 28,244,360 
機関研究 3,230,000 特別事業費 14,840,010 
各f題研究 280,000 地殻時造及び変動観測費 1,328,970 
総合研究 1,610,000 活火山知誤u費 1,360,590 
試験研究 700,000 地球物理ι観測費 1, 951, 140 
昭和37年度 〈円） I. G. Y.資料センター及び資料務理 717,960 
…殻予算： 105ラ728ラ470 i的災科学研究事業費 6,024,540 
人件費 35,941,410 鳥取微小地震国間所経費 3,456,810 
物件費 69,787,060 特殊装置運転費 2,181,780 
]fl設員旅~ 566,100 969,060 
教宵研究旅費 1,281,940 洪水流実験装器 1,212,720 
教官研究費 23,426,040 工場経費 995,100 
特別事業費 9,539,840 {iJf究部門i曽設5支部IJt 10,000,000 
地設構造及び変動観測賛 L 328,970 地Jf~土壌災＇;1；－防止研究部111] 5,000,000 
活火山観測費 1,360,590 内7}(災害防止研究部門 5ヲ000ラ000
地球物：!Il観測費 1, 951, 140 特1J1m支出l£lj 9,585,000 
I. G. Y.資料センター 及び主主料主主主l 717,960 二と1:liJiU5t,il・ 2喧550,000
4,181, 180 JIりな；；古語u期定住i",: 3,520,000 
工場経費 1,070,00む l昭二f'i二波1！！€主主電話装 ii•'/: 800,000 
地盤災害防止研究部門増設設備1~ 5,000,000 オサヨ：:fil!'測装i"t 915,000 




















激／ト地震規澱宰鳥取支所新＇Jg; 3,374,000 1,120,000 
／ 八木，京二！と，妙見 1,642,000 地殻変動岩倉強測主坑道補｛r菱 803,000 
／ 烏現支所附帯工事： 300,000 科学研究費補助金 25,050う000
防災研究所総合に伴う整硝 4,156,000 機関研究（特定） 16,730,000 
科学研究費補助金 10,980フ000 総合研究（特定〉 5,700,000 
試験研究 1,400,000 会｛翻斤究 320ラ000
機関研究 9,230,000 試験研究 2,300ラ000
各個研・究 350,000 
昭和39-t！：畏 (1]) 
昭和38年度 CPD 一殻予算： 182,290,251 
3. 15 
人件費 59,515,000 特定研究明 3,200ラ000
物件費 122,775,251 試験研究 3ラ300,000
職員旅費 2宅439ラ811 会開研究 700,000 
教官研究旅費 793令880 機関研究掛 lう050,000
教官当杭努：j交費 41宅407ヲ900
12,878,620 fl託手fl40年夏 Cl弓）
地かく携造及び変動知識首 L 328,970 一般予穿： 243,533,490 
活火iL1?r主測費 1,438ラ710 ノ＼件費 75,009,000 
J!lf.求物Jl立能誤ljyJl 2,000,410 168,524,490 
I. G. Y.資料センター及び資料格子1¥ 765,390 職員旅費 1, 830, 710 
3,888,330 教行研究旅法 978, 5むG
烏I良徴！］＼地震認測所将校 3,456,810 教rz当1i(l)';q交官 37,453,490 
特殊装；店主転費 5,028‘510 特別事業法 13,108,350 
969う060 地かく 1,437, 780 
洪水流実験装I'!: L 212,720 店火1L観開設 1,462,890 
デ、ーター高速度数年計U~rrc L 27仏380 地球物fl.?iHJ誤ijfを 2,049,720 






i崩事宗；fieゴミ験装；n 5,791,110 4,000,000 












750,000 研究部門増設設／r/iflr 10,000,000 
601,460 砂防部門 5,000,000 
800ラ000 地震予知計測部門 5,000,000 
{iJf究所設端充実首




fr茂その地 4ラ889,970 900,000 
12,765,000 研究氾機器臨時更新首
2,835,000 アスカニヤ.1t力変化，i'経Jl![ 1,400,000 
4.000ラ000
特；Jim支店主r~ 16,287,000 
;i'1 ‘ 3,000,000 
344,000 地すべり研究用ボーリング設備 3,400,000 
フrア＂－：／しr一フ、lしr一行唱p：；、iし九乙ロbじiI 1,700, 000 
420,000 2ラ000,000 
566‘000 ガレージ設F究費 387,000 
4,500ラ000 ジョブマスター 5,800,000 
地盤震：；芸部P!J電話設設 100ラ000 特殊経弐
科学研究茂諒助金 16,950ヲ000 宇治JilJ<現実験i昇格j世間話t1l 2,700,000 
特定研究（1) 8,700う000 建物新営；こ伴う設締法 L 490,000 
16 ~~、し'1 
804,450 構造物試験台 4,000,000 
庁費その他 5,495,780 
営繕関係予算 13,916,000 振動試験機 2,500,000 
1,200,000 災害気投部門増設設備費 5,000,000 
上宝地殻変動観測所新？：？ 5,766,000 特殊研究費
3,120,000 策内水に災関1す5のる予研知究iおよび防止軽減対 600,000 
上宝砂防組側室新？ 3,190,000 自動車購入費 2,000,000 
640,000 穂高砂防観測所用ジープ 1, 000, 000 
27,291,000 研（究地震用観予測知計自測動1京Ii~ 門） 1,000,000 
1¥fPl1iJfヲモ 1,089,000 特殊経費 5,500,000 
機関研究 8,732,000 白浜海象観測所整蹄費 2,000,000 
えを右足fヲピ（1) 8,200,000 宇治Jl水理実験所拡充用地理［＼＇［＿I整地 900,000
特定；;Jfヲピ（2) 5,400,000 諸島地すべり観測所土地造成 1,600,000 
総会研究 1,440,000 松代地震部査明究費 1,000,000 
i試験日f究 2,430,000 建物新営！こ伴う設備費 680,000 
学生当積算：校費 746,680 
昭和41年度 （円） 庁貸その他 2,695,121 
一般予算： 292,257,728 日繕i克［系予算 14,700,000 
人件費 89,297,591 4,400,000 
物｛守二費 202,960,137 2,000,000 
職員旅費 3. 836,416 宇治JI¥7]01lt実験｝！！？円安給水施設新設 4,000,000
教官研究旅技 1,481予930
ノ／ 主'}Ji，辺a路舗装 1,600, 000 
教官ごv1:J:H算j交問 60,274,670 
／ 境界1m昨補接 900,000 
特別事業費 21, 602, 580 1,800,000 
地かく構造i叶究経費 1, 381, 980 科学研究費補助金 12,810,000 
地球物理観測経費 2,165,970 総合研究 1,600,000 
I.G.Y.資料センタ 904,890 特定研究1) 7,000,000 
4,037,130 試験研究 4,210,000 
びわ掃uく文おI測結・w 6,814,650 
l)H!tn研究抱投手芸＇C't 6,297,960 昭和42年度 （［可）
6,647,640 一般予算 340,407,804 
1'i: 969,060 人件費 111, 835, 584 
洪水流実験主主i再 1,212,720 物件費 228,572,220 
1,270,380 職員旅yfj 5,393う240
教宮研究旅費 1,640,800 
大塑振動台 1, 601, 460 教育当積算j交費 69,751,290 
737,490 
特5}1JJ業費 25ヲ684,350
高速資;pf処t!li装fi'{ 856,530 地殻様造研究経費 1,392,210 
工場経費 995,100 地球物理観測経費 2,212,470 
88,400,000 ンター及び 953,250 
河川災害総合基｛潜研究設備 60,300,000 
変プロ ~fトiン磁力計方式磁力差 琵琶湖水文学組関経費 6,851,850 
｛ヒ 14,000,000 附崩研究施設費 14ラ274,570
階段式抵抗式波高計 4,100,000 臨時事業費
自動読取記録装置 3,200,000 ι517,940 
地すべり測定（，号 2,800,000 特殊装霞維持費 7,302,360 
3 選 17 
高速思洞水槽実験装畏 969,060 一般予算 298,262，臼6
1,268ヲ520 ノ＼｛牛費 127,296,633 
一高速度敬語化 L 270,380 物件費 170,966,013 
職員旅1主 3ラ897,488
大~11l振動台 L 630,290 
教l:Hi万うピ旅費 1ヲ896,190


























特fl1iJf究費 大柄振動イ？ L 609,830 
；夜持借1;,uをすべつの｛ザ［究 700,000 ロトン様力討）S式！語力走変fヒ計 558,000 
研究用機器諒時更新資 3,900,000 i',':jj主資料処J'.lll装 ii~i: 831,420 
fl勤塩分制度記録装店： 2ヲ700ラ000 工場経費 995,100 
乾燥装~. ;:so K式 600,000 徳島地すべり長官測所新設設｛i'!費 6,923ラ000
同；fit増1凶器 600,000 特珠研究費





!'.=1動車購入費 オリベッティ r＼｛上計約：縄 1,350,000 
徳島地すべり組tl.Ufr月一jジープ L 000ラ000 特別設｛；泊費 20,400ラ000




ミモU1l誌：芸q交？を 1,146ラ410 主力；n・ 4,200,000 
Jj工費その他 3,380,730 データ一変換処出主主汽 5,000,000 
営繕関｛系予算： 10,660,000 5う000,000





屯鶴峯地殻変動続税所土地造二IJえ L 800,000 
科学研究費補助金 23,070,000 
／ /Jf究主ブミ
各｛語研究 970,000 験主新営 7,630ラ000
特定研究ω 9,150,000 ラジオアイソト ブで実験主主fr't1; 4,516ラ000
特定研究（2) 9ラ300,000 190,000 
被関研究（B) 2,150,000 鯖江地殻変動観測宅用坑道整備 2,000,000 
試験研究 l, 500，む00 科学研究費補助金 37,830,000 
特定研究（1) 7,900,000 









































































lJレー式階段抵抗現波高三1・ 1, 700, 000 
風力指n員Ufrl·~~ 1,950, oo 
超音波風速ril・JIJデーター処盟主主詑 585,000 





















































































































































3. の 変 選 19 
建物新営；こ悼う設訴li費 21,019,000 宇治構内自転車1／霊場寂設 1,068,000 
移転資 3,863,000 学生当積算：校費 1,842ラ810
特別設備費 16,838,000 IJ"貸その｛虫 1,029,280 
2成分熱摸式流i主計 5ヲ000,000 科学研究費長lil)J金 27,300ラ000
万能試験機 4ラ500,000 奨融研究凶 1,070,000 
可離型データーレコ ダー 3,500,000 一較研究（B) 3,100,000 
3点主l関設備費 3ラ838,000 特定研究（1) 11,300,000 
自動車購入費 特定研究f2) 7,500ラ000
屯鶴峯地殻変動観測所用ジープ 800,000 試験研究（1) 1,150,000 













467ラ270374, 138 I 352予229
5 00, 0 
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2. 4. 21～ 28. 4. 30 
速水煩 長13 28. 5. 1～ 30. 6. 15 
う七 聖子 ！芽 正 30. 6. 16～ 32. 4. 30 
；主；J<. j事i 日目 30. 8. 26～ 30. 9. 27 （事務代理）
j![.i j寸 英 32. 5. 1～ 34. 4. 30 
安f ！芽 .LE 33. 7. 16～ 33. 9. 3 （事務代理）
担j] 縞 公；，じZ、I 町 34. 5. 1～ 36. 3. 31 
I~討 トi ；点 34. 1. 30～ 35. 1. 11 （事務代恕〉
住 1忌 36. 4. 1～ 38. 3. 31 
；正！！以藤次郎 38. 4. 1～ 40. 3. 31 
11~1 構 F,~…l 、4‘ 38. 8. 31～ 38. 9. 30 （事務代理〉
速水~~ Hi3 40. 4. 1～ 41. 3. 31 
石原藤次郎 41. 4. 1～ 43. 3. 31 
矢 聖子 JBt j:[ 42. 9. 4～ 42. 9. 21 （事務代:r~O
矢 里子 勝 43. 4. 1～ 44. 4. 30 
1¥与 j護 封E 44. 5. 1～ 46. 4. 30 
矢 出f J穿 1ビ 45. 10. 17～ 45. 10. 31 









／／／／ ;:~:i Il l思
II II I JE _¥l I日
ググ i横足義
6. 16 石 1主 i護
8. 16 山口真
10. 1 矢野勝五
27. 9. 1 林





37. 7. 1 
28.6. 1教授（工学部より配置換）， 34.1. 1工学研究所へ
配置換， 34.2.1併任教授（工学研究所）， 39.5. 1非常
勤講師（名古屋大学）， 42. 4.160!：正教授（工学部）















6. 1 ；岩垣雄 辞任l)J教授（工学部）
II II ¥ I j＼堀鐸 併正l)J教授（工学部）
7. 1 小泉信
30. 4. 1 赤井；告 り
31. 4. 16 合ん、 泰雄 作業員（採用）
5. 1 戸時雄 1H壬講師（翌1l学部〉
i二3l.Jl1"!.JY-c, ι士よ．
7. 1 角川 弘 ifr:業員（採用〕 36. 1. 1麗昇正， 37.10.1技官に任官
32. 2. 1 古川圭 り 32. 6.16 Jl)J手昇任， 37.5. l!J教授界託， 44.6.1教授昇ぽ
／ ／ Il 村純夫助手（採用〉 37l31 授， 42. 
;n （大i夜中‘立大助教
4. 1 村俊造 邸時作業員（録用〉 32. 7. 1作業員採用， 36. 1.1濯昇任， 38.1.1技宮に任官
6. 1 本兆方 併任助手（理学部） 換3;4.1 39. 1. 1理学部へ記寵40. 
6. 16 JI l宗治
11. 1 I津島！日］ :Jこ 臨時技能員（採用〉 15i技.6能.1員0採改姓用， 3小4. 7.9 4 （谷），
33. 4. 1 I北村俊 ソ践し｝ 38.4. 1助手；こ昇｛:E, 43. 3. 31退官
／ 11 I I J J 1 日IS 幼子〔疎開j 40. 10. 1 1:5.f~＼壬1助9手H壬解伝在！注学部〉
4. 16 詩的吉男 り 36.4. 1技術員に配置換， 37.10. 1技宮に在官
5. 1 健 35.4. 1 助教授界庄（理学部より）
6. 1 -im 正男 34. 7. 1技官に在官
10. 1 乙： i話 DH壬助教授（工学部〉 43.6. 1 併i壬解［~~
34. 1. 1 [ ;J＼椋 '.¥I主 臨時用務長（採用） 3姓6. 4 . 1 37.4. 1技能よ二L 40. 10.5改
3. 1；苅握 i控 助手（採用） 35.4. 1助教授昇i五 39.1. 1教技昇正
4. 1；金多 潔；助教授｛ り f支9)4.1工学部へ記誼換， 40. 10. 1研究担当（工学部教
／ グ ii丑 l:p 笠場手（採沼〉 I ~~－ 4.1 HJ：正l)J手（理学部〉， 45.3.31 
／ か！菊池茂智 wJ手（採毘〉
／ グ； j寸 ヰξ，立iム－ ；臨時用務員（採用〉 I 38. 1. 1 Ij-f.務員， 42.1. 1事務宮；こ在官
22 
；氏 名 項 -ぢ」’ の 1長 の 干多 動
6 引久保寺 :q, 併i壬i出教授（理学部） 39. 1. 1併任制治， 40.12. 16研究担当（理学部教授）
7. 1 1J I ！］券； i即時用務員（採用） 36.＼ヨ1技能十！日投均史民換， 37.4.1技能員， 43.1.1技官； ：こ任
っと A 1 
9. 1 I野田英明 助手（採用〉
10. 16；樹村富土夫 臨時事務員（採用）
＼＋埠』q_i..JノでEムJ・τE・ムV'J'..-L...>'..:C.ιJI＇＂＇＇＇－－日 L.lと•.Jノ』
35. 3. 16 I柴出 徹 り H.8. 1併任助教授（工学部）42. 10. 1 
4. 1；叫：木 ッ（ り 3学6{1諒島大学。i：へ任配解除置換， 36. 10. 1非常勤講師（大阪大45.3.31 
／ 11 I ・，＼；五 tl与］家）.！~ 助手（採用） iお削4教1授助在授学昇部i壬）, 39. 3.1工学部へ配置換， 39. 4.1併
／ か；おIi 1i日忠クJ 助手（採用） 41. 9. 30辞職， 41.12. 1非常勤講師（J'L命大助教授）
／ 11 I Il riJ 寅夫 助手（採用） I 40. 4.1助教授昇任
5. 1 I北川 ヲJ 1r≪;1寺技能員（採用〉 36. 2. 16技能員配置換， 43.1. 1技官に任官
3工6学.4部.1へ助配教置授換i名2.1古0屋.1工併業託大助学教よ授り 42. 10.1 
8. 1 土 義ノ＼ 43. 10. 1 
10. 16 力I] 茂幸介 併｛壬W1手
12. 1 松尾成光 臨時技能員（採用〉
36. 1. 1 i!tl1 Il 忠悦 臨時技能員（採用〉
2. 16 ，松村｛it f 臨時技能員（採用〉
2. 26；辻 :4＼；行雄 臨時技能比（採用） 43. 1. 1 技官；こ｛壬，~；. 43.5.25 
II グ！永 l 敏治 臨時技能以（採用） 37.4. 1技能員に配i泣換， 43.1. 1技宮lこ任官
3. 1 i支 l蕗直次長rs 非常勤講師（採用〉 44. 3. 31 :il説法
4. 1 南井良一郎 助教J父イ（工換学部より 41. 4. 1教授昇任
／ ／ 山え竜三郎 併｛壬助教授（理学部） 40. 7. 16研究担当（理学部教授）
／ グ！狐 tiな長現 i出手〈採用） 36. 7. 1理学部へ配il:換， 38.10. 16{)1：託助手（態学部）
／ 11 I 1岳部大 i：日助手（採用〉 3＼酔1i旬職， 39. 4. ""s.! Li＇ミ只 14神.3戸.3大lfJ学H:f解（助除教
／ 11 I橋 m道郎 助手（採用） I vo・吐・よほゴー口I) 、隠しIE!.1:fと， w・せ・よ品川.. （恕学部より配j百
／ 11 I西 勝塩 助手（採用）
／ グ；井上雅夫 助手（採用〉 43. 3. 31辞職（関西大学〉
ノ／ グ IJ保 I] 健男 事務員（採用〉 37. 10. 1事務官に任官， 45.9.1経理部に配位換
8. 1 I羽野淳介 技能員（採用） 43. 1. 1技官に｛壬官
かか 光出 額 助手（］浬学部より配置換〉 39. 4.1助教授昇正
9. 1 人見哲犬 技術品（採用〉 40. 10. 1 J支告にf＇吉， 44.12. 31kt勺識
10. 1 芦田和男 併｛壬助教授（工学部〉 37.4. 1 l出教授（工学部より配目換）， 40.4. 1教授界記
／ ／ fJ! Il 節夫 間五i三柑 38.4. 1助教授 Cl治j11大学より配近換）， 39. 1. 1教授界fl:
12. 16 I岡野健之助 1Jj:f壬Jl）］教授（理学部〉
かか 木 I吉男 併任教佼（理学部）
／ か！和国ょti. 彦 併任講師iC理学部〉 ! 39. 4. 1 1ほ助教授（理学部〉
3. の 主，fえE主 選 23 
氏 名 項 -マ、ー の 後 の 移 動
II I/ ＇昆 jfil （~ミ 砕｛壬助手（理学部） 38.4. 1助教授昇任 (J珪学部より〉
37. 3. 16 渋谷正拐 38.4. 1事務官；こ任官
4. 1 田中佑一朗 り配置換〉 45.4. 1舞鶴工専（助教授）へ出向
／ II , t主 im:r 治 助手（採用〉 42.3. 1 へ/J:lrむ 42.4.1併任非常勤講B司i, 46. 
／／ / ！長 Je 志 助手（採用） I 40. 4.1助教授界記
／ ; I江頭！よ幸夫 助手〈採用）
／／ グ；史認 夫 助手（採用）
ノ／ グ！西 劫手（採用）
:i. 1 木村治 ソ，1-J I 41. 6. 1宇治事務室へ記i丘換， 45.5.附務tlJIこ所属換
7. 1 森 （採用〉 45. 12. 31時職
7. 2 村 11 小夜子 事務許l佐員（採用〉 42. 5. 31 ;lc$l設
7. 16 野！日j 如代 l技能flC採用） 38.11. 9 43. 1. 1 
8. 1 丸 Il 義雄 42.4. 16 
II ,1 I式 アツ
9. 1 I原 _f: ft 臨時用務員（採用〉
10. 1 z＝林 軍 1:)1: i壬助教授 : 39. 4.1 助教授（工学部より詑i宣投）， 39. 12.1教授界告
38. 2. 1 矢野｛ミミクj 技能捕佐員（採用） I 43. s.15辞職
3. 1 神谷キミヨ 事務接投員（採用） I 46. 3. 30退職
4. 1 井上 之，1主1主． 助手（採用） 41. 4. 1助教授昇｛五 45.10.1大阪大学へ配置換
／／ ／ 中村 久 助手〈採用〉
／ ; I八木知男；劫手（採用〉 41. 9. 1助併教缶授非昇常任勤，講46自.10.1金沢大学へ配置換，
46. 10. 1 師
／／ 11 I後藤典
／／ i1 I 古沢
／ 11 I J詰池和
／／ / i大橋 n
／／ / I I吉j Lil Eli 
／／ // I福 hi:
／／ グ：；任問；k
／ か；；fta ~ .tE 
／／ が iij: H 
／／ グ： {HI J主
／／ 11 I .li LU 
企 ｛子j
5. 1 i 綾 jf/,\J一長I~
5. 16 I余越正郎
6. 1 谷口数雄
出j手（採用） I 43. 4.1変援大学（助教授〉へ出向





43. 10. 1 
43. 1. 1技官！こHJ!
42. 1. 31辞職
42. 3. 31 j迂i識
43. 3.3u退職
41. 1. 30 辞i誌






主 名 事． 項 z、．， の f灸 の 移 動
6. 11 大森結行 事務補佐員（採用） 42. 10. 7辞i識
6. 16 石井義明 技官（採用） 45. 3. 1-l)J手昇iム 46.4. 1呉工専：（講師〉へ出向
9. 16 文字縫 44.5.16農学部へ配置換




3. 1 河英語｛； j 41. 4. 1事務官！こ佐官， 45.7. 1技官｛こ配ifl：換
•1. 1 j: 村長 I 45. 4.1農学部へ配誼換
II ／ 金！或減 助手（採用〉
／ グ！中川博次！助教筏（書官雪量在研究） I 44.4.1工学部教授に昇任
／ か！竹内鰐雄 教務員（採用） j 40. 4.1助手昇任
／ / ！横山）京一 技術員（採用） 43. 1. 1技'f：°＇；こ任）
II II I j度 i立 晃 併任助手（理学部） 45. 3. 31 {)I：正解！詰
／ か！平野 勇！併任助手（理学部）
／ か！熊谷 I iJf務補佐員（採用） i 41. 5. 31所職
／ か 1,1: 村マ •Jf::J：針111佐ll （採用） 44. 3. 30 .ihl段
4. 16 ｛以内汎
4. 25 J 1 井 i建戯 見習員（採用〉 41. 12. 31辞職
5. 1 大畑 勲 技能員（採用〉 43.5.1 
／ ／ 芝 野照夫 技術員（採用〉 40.9. 1 43. 7. 1教務員（技官）に配i喧換46.4. 1 
／ II I茨木芳 Jjl：務補佐員〈採用） 44.3.30 j曇i識
6. 1 力1 Jit .iE I YJ 助手（採用） I 40. 4.1 40. 6.1 fJHI幼子 46.4.1 J月三
／ ／ 久米治子 事務担1佐員（採用〉 41. 3. 31退職
／ II l河内伸治 事務員（採用〉 43. 1. 1 事務官にf:11~；， 46. 7. 1技’自に記官換
7. 1 矢部 :tIE 事務員（採用〉 43. 1. 1事務官に正吉
7. 8 勝木喜久夫 見習員（採用〉 42. 10.31辞職
8. 1 伊藤勝祥 技官（理学部より配置換〉
／ ／ 西 1!な 巌 事務補佐員（採用〉 1 41. 4. 30 li判織
II ti I今 j: 3iL 見習員（採用〉 i 43. 4.1 1文能補佐員｛こ配泣換
8. 31 I狩野俊子 用務員（採用）
ググ主1c: il鳥 拍 ミド務員（採用） 43. 1. 1 ~Ji務古に任官
9. 9 平井正雄 見習員（採用） 43.4. 1技能補註員iこ配躍換， 45.7.31辞職
10. 1 鈴木 有 助手（採用）
／ ／ 藤間 進 見習員（採用〉 • 43. 4.1技能補佐員に配置換， 44.3.30退職
II // i羽田 正 見守l （採用） 43.4. 1技能補佐員｛こ配置換， 45.3.23辞職
3. 25 
氏 名 項 戸ー、 の f変 の 移 動
12. 1 桧井千秋 り配置換） I 43. 4. 1九州Hf：大正学解除（講師）へ出向， 43.8. 
44.3.31 
40. 2. 1 野中泰二郎
II ノ／ 西 貴史事務補｛主員（採用） 41. 9. 30 :i基i設
2. : I近藤孝江闘員制） 44. 4. 45.3.30退耳設
4. 1 見野和夫 1J手（採用〉
42.4.1 42. 7.16 {)j:f壬講部II が Ii：ミ橋 保助手（採用〉 43.4. 1 
II ／； l:EI 1J手（採用〉 46. 10. 1 
II ノ＇I I え）（ 助手（採用） 44.6.30死亡
II II i竹本修 助手（採用〉
II II I織的耕一！＇. JR 事務員（採用） I 43. 1. 1事務目l［｛工日， 44.3.31辞職
ノ／ II iよ i五弥 ；事務員（採用） 42. 4.1 :j｛務官に任官， 43.4.15辞職
ノ／ かい詰 j毎 勲i併託非常勤制（突き）
ノ／ II I塩谷正雄：非’市 i 42. 3. 31退職
／ II I湊元光春： （採用）
II I/ , 1J Il .t1ミ j二 j事務補佐員（採用） 42.3.31 j誌j識
／ II l吉・ fl 光
／ II I羽桜！日 ｛言 事務：補佐員（採用〉 ' 43. 12. 15辞職
／ II 村井 （採用） 41. 6. 30退職
II ／！ （採用〉 42.3.31退職
II II I宮 J1 喬 （採用） 41. 8. 31退戦
II 11 I苦議論 （採用〉 41. 3. 31退職
II か； i当手弁 i滋子 事務補佐員（採用） 41. 8. 31退職
II グ i浅沼翠子 事務補佐員（採用） 41. 12. 31退職
II グ i；新 洋子 事務補佐員（採用〉 46.3.30退職
／ II 小松原淑子 事務fltf全員（採用〉 42. 12.31退職
5. 1；担l I] 夫元 事務員（採用） 43. 1. 1事務官；こf:Fif
ググ水島ちづj二 事務縮｛主員（採用） 42.2.28退職
II II I木 Il Jぷ子 事務1/IJ佐員（採用〉 43. 4. 30 J;'j:J設
l ・Zcl子、
5. 16 央付式｛言
6. 1 I －＇ド野志挽 事務員（採用） i 43.1.1事務官；こ任官
6. 21 ' Jjミ 1! ；禁 ・J1：務補佐MC採用） 41. 9. 30退職
7. 1 I西武照雄 。i：任三，ミ常勤講師（＼宅／＼建＿J 45. 3. 31 {)HI:解；；~t
か 11 1J1 ILi f言 fj- 見｛雪／品（採用〉 43.3.30退職
／ I/ ！関本宕雄 事務組H主員（採用） 44.3.30 退職
s. 1 I上林礼 f 事務補佐~ C採用〉 41. 3. 1 
かか；小西利火事務補佐員（採用） t~:4. 1 43.4. 1技術梼佐誌に配霞
8. 16 j鴇
44. 












II II I野口輝英 jミjt＼務補佐員（採用）
かか！天野 潔；見習員（採用）
か か i上田かほる i事務補佐員（採用）
4. 1 I吉谷尊彦；助手（採用）
かが i花涛龍男（助手（採用）
II II ! 道上正知！助手（採用）
II II ！宇民 正 j拍手（採用）
か か； 1J1 JI! f'* I技術品（採用）
II II I内野 総；技術品（採JU)
M か j燦 y乙豪己 j教務品（採J=H)
がか！大内 忠 l事務自（採用）
II II I j江藤君子 i用務員（採用）
かか i堀江正治；併任助手（理学誌の










グ か i夏 JiI事 J'. i事務長1佐員（採用）
グ II I杉政和光i技術補佐員（採用）
II II I村品悦子.i事務補｛在員（採用）
II II I神本 日出男 l技術補佐員（採用）
4. 16 I日下部 馨；助手（採用〉
項
か か j中島暢太郎 i教授（理主区気象台よ）
ググ； i嶋田 互；事務員（採用）
I/ II l塩 J1 i建男；事務十lf主品（採月j)
その後の移動




43.4. 1技能補佐員に配置換， 45.1. 28砕職
41. 5. 1併任講師（工学部）， 42.3.31併任解除








42.4. 11支’i立にf:f¥,44. 3. 31 ;fj宇J~故
42. 4. 1 t!tl~＼に佐官， 43.4. 1助手！こ界H:44.3. 31辞職
42.4. 1技官にi壬官
43.10.1 m：任助教筏（理学部〉
45. 3. 31 {H：ぽ解除
44.3.30退職
42.4.1 






42. 5. 16技官に配i置換， 43.1. 31辞職
41. 9. 1技術品に配誼J丸 43.1. 1技官にfJ:{i




3. 主任 ＊＇計z三 の 万，、ι 選 27 
民 名 項 ；、，戸ー 0) ？を の 移 動
／ か I il出 事務補佐員（採用） 44.3.30 退職
5. 1 t fを lJ lJ手〔理学部より記i再換） 44. 10. 1 
／ グ；没；i 尚男 j研究担当（工学部教授） 42. 4. 1 1）［：任教民（工学部〉
／／ / ！河野 Jin 事務tlH佐fl（採用） 42.3.31 退日誌
5. 16 I雀部よし j三 42. 4.1 :Ji：務補段員に配il:換
／／ グ；芹沢主 技術補｛主員（採用〉 41. 9. 1技術員に配［罰換， 43.1. 1技官：こ任吉
／／ / I 谷 i事 41. 9. 30辞職
6. 1；松村 43. 1. 1 Jl！［学部へ配Ii'／：換
／ か；耳 Jil ｛；変 j七 事務長n佐兵（採用） I 42. s. 31退職
／ グ；滝沢梅雄 臨時沼務員（採用〉
7. 1 国 11 助手（EH学部より記1i'.換）
’F ／ ！己主主帽子 JF務トT¥Jf主HC採用） 45. 12. 12改姓（持！tJTiO,46. 3. 30退職
／／ II Iノト 民（ 千'rIIF 事務tlf.生員（採}1) 45. 12. 19改姓（踊）
7. 16；米村陽太郎 事務員（採用） 43.1.1 :m：務官；こf:fL44. 7. 31 li判段
／ か I :J!r 村 技能員（採用） 46.8. 1 1支店’にff円
8. 1 i·~ 期信忠附非常勤講師（惣） 44. 3. 31 f)j：任解除
II II ！？？橋多 ilt 事務補佐員（採HJ)
／／ II I久 Il 明美 事務補佐員（採用） 44. 7.31詐敬
8. 16 活水｛込 i守主 技術員（採用） i 43. 1.1技frに｛壬日
9. 1 ！造的寿禿 事務員（採用） 43. 1. 1 ・]:f.務？！？に任千人 45.7.1
10. 1 中村智恵子 事務補註員（採用） 42.3.30退職
II ／ I- JT1 英子 事務補佐員（採吊〉 42. 12.31辞職
II II I Ii量子1: f京 43.3.30退職
JO. 16 1i? 42. 10.3 li宇職
1. 16 手i Il 43.4. 1工学部へ記泣換
42. 2. 1 /;,) IT 糸
II II ti i 両雄治 j 44. 3. 30退職
4 . 1：栗原足立夫 助手（採用） I 46. 1. 31辞職
II グ： ！J＼葉1r l立機 l)J手（採吊〉
II II I出入淑！と 劫手（採用） 43.3.31 li字職
I/ II I Wi ,1; ヨ>J HJ主 助手（採用） 45.3.1昂根大学へI¥1J 
II か；宮）I 久 42.4. 1文部技官にHf：任， 44.4.1米子工王寺：教授に配夜換
／／ II I jと！己域 事務員（採用） 43. 1. 1事務官！こfFr}; 43. 2. 15 fit職
／／ か： rjJ i）ミ
J ’吋V ；／、J／』／
か；太 rn 駐次郎 j I 46. 3. 31酎
／ 
II 
／ II 金丸 i明治 1)f：花非常勤講師（鶏） 44.3.31併i壬解i設
／／ グ！平井栄子事務補佐員（採用） 44. 1. 31辞職
28 ?J今rs－ゴe.－；トヰ・ 円JミれP＇；λ L、 会ii'l、~
氏 名 j 項 戸ヲ、』 の 後 の 移 型j
m 千佐子 事務鵠佐員（採用） 46. 3. 13改姓 Cl羽田）
1L 鉄朗 tH持補佐員（採用）
掛かをり 事務十Ii佐員〈採m) 43. 8. 15 ；昨i段
オぇ 話b 技術補佐員（採用〉 44.3.30退職
l~J J1I¥ 美 事務補佐員（採用） 43. 3.30退職
JI I和 事務補佐員（採用） 44. 7. 31王＂＇（：月殺
／ ti I ;Jj: 見守／員（採用） 43.4.1技能補佐員.45. 7.11対職
／ 11 1 Nr、本百合子 事務長n佐員（採用） 42. 12.28辞職
／ / i Ij1 1：、j 賢次 見官員（採用） 42. 10.21町職
II ／； トl羽i 事務補佐員（採用〉 46.3.30退職
4. 16 ! ＂＇本 ¥1な J会H計長（1終iト政長部か経ら理配課置換契約L／ 45.5. 16 
／ グ；千代進 事務員（採用） 43. 1. 1事務1す｛こ任日
／ か I fl! iLl i寺犬 事務長H佐員（採用） 45. 7. 1事務口に配問換
ノ／ グ i原町恵子 J1務補佐員（採用） 42.8. 31辞職
5. 1いさ野 正 事務員（採用） 43. 1. 1 ヲJTf:lfrfIこ｛工・y,;
がか志 Fn iE 雄 技能補佐員（採用） 42. 6. 16技1ie:Hにt'i.1WU雪ミ， 43. 1. 1技f，；：ゴ壬n
!/ it I水野 l'f 見習員（採用） 42. 6.15 fi:職
6. 1 I増田 rl1紀子 43.2.20 l；和政
グ万五百良 子 ~fl：務補fir:L:l C採用） 42. 12. 20 ;fj宇1故
6. 16 I fJI- j能誠 技術員（採用） 43. 1. 1 1支店；こ任日 46.5.31 辞職
ググ藤野Ij長良 技手fl員（採用） I 43. 1.1技flこ｛ぞ！？；
7. 1；尾上謙介 劫手（採用）
かか穂積 徹 見現員（採用〉 i 4. 3. 30退職
8. 1 松尾和子 技術争点ft~fl （採用） 46. 3.30退職
II ／ 梅田春次 見官民（採用） 4. 10. 11 5手職
9. 1 ！沢 lf 1~1 明j 助手（採用）
II II r:IJ Jち節郎 技術員（採用） 1 43.1.1技’f:TIこ任日
10. いこと i改憲 助教k什l、協3工＇.｝占学部から配i町) 
／ II l；谷口雅子 事務十TH佐員〈採用〉 j 44. 6.19改定I:C字民）
10. 16 大野尚直技能補佐員〈採用）
12. 1 高橋君子 臨時用務員（採用〉
43. 1. 1 田河勝 J:!/J手（工学部から配置換） I 43. 1. 30辞職
／ グ i；合内洋子 ら転）
2. 1 橋本鮪子 事務補佐員（採用〉
4. 1 森 武雄 助手（採用） 45.3.31砕職
II ／ 行友 ｛告 助手（採用） 45.3.31辞職
／ グ i問 太郎：劫手（採用〉 45. 12. 1助教授昇任
3 の 変 選 29 
項 --ザ、司 の ？支 の 移 重b
／ か i入合孝次郎 助手（採用）
／ グ［木村 晃 助手（採用〉 44.3.31 fi手職
II II ；奈良JI：務 lJ手（採用） 45. 12.31辞職
／ グ If主野説一 助手（採舟） 45.3. 15計l設
／ II ；村 Jニ｛二 J: 助手（採用〉 44.4.1工学部へ配1f'°（換
／ '/ I r! i 村 武 助手（採用）
／ か： r!1 JI I 鮮 助手（採吊〉
I/ か；元 J寺／1 事務ト1¥H宅呉（採用〉 44.3.30退職
／ II I内政英探j七 事務主Ii住民（採用〉 45. 10.31 王手職
I/ グ IJ 1 iな 1!号 技能補佐民（採HJ)
ノ／ ／ 沢田英fl;j七 事務トT¥1往左l（採用） 45.3.30 j邑］ij設
4. 16 百 Il 義 Jlj J支’；守（採間）
II II li 1 R喜久 技行（採JTJ)
／ が； i!1 )I 手lj 立IS 技能HC採用）
ググ jM 京湾見汗fl（採用） [ 45. 4.1技能十献上1,46.3.3随段
かか坂 正時技能トflft員〈採JI]) I 4. 3. 30 退1設
5. 1；広誕ゑみf i；臨時用務£－1（諮問） I 44. 1. 1工学部用務員に町民換
／ 川「1井 1jJ 助手（蜘J)
// か森昆；下 ；見~l千員（採用〉 46.2.28五和識
／ グ； li :JI：詩自IS 技fi,itri1佐員（採用） 43.9.1技'FiIこ記；ft換， 45.3.31 fi手i設
／ か；藤原清司 技術tfl佐員（採用〉 43.9. 1技千円ご配1it換
／ ／ 鎌 1 美紀子 事務tflf主員（採用） ; 4. 4. 30 fi手職
6. 1 ，堀内 郎：研究拘さ'i（工学部教段〉
／ か： i掃討のり子 事務ト帯住民（採用） 43. 1. 30 辞~~
7. 1 ）ミ f変 事務補佐員（採用）
7. 16 ；梅元照 子 事務長tH全員（採用） : 46. 3. 21死亡
8. 1 京社谷良江 事務主1佐員（採用〉
／ ／ 美智j亡 事務長n佐員（採沼） I 4. 2. 20苦手i設
Jj1：務トrt日正員（採用）
10. 16 木原敦 事務；rn住民（採用） I 4. 1. 1 ni学部へ紀泣換
／ υ；馬場ギ暢 {Jf:f壬非常勤研究員（出／＼！山ゴJI 44. 3. 31 m：任解除
: ，－. λ恥比 j円 c;'.ccl'¥ I 
1. 1 石塚郁太郎
12. 1 :Fi 渠良夫
12. 16 ~l鳥 美知子
44. 2. 1 1 口 敏 事務長5佐員（採用〉 144. 3.お改姓（繍）， 45.3.30退験
3. 1 今本 i寺控 り
4. 1 守旧有秋 劫手（採用〉 ! 44. 12. 31辞職
30 丸…i¥lJ、L, 
氏 名 項 ，ザ－♂、」-. の 後 の j亨 動
II グ i帯i能邦雄 助手（採用） 45. 12.9改姓（友ね）
／ グ I1L1 口正経 助手（採用）
／ か 1上野鉄男 助手（採用）
／ II I牧野純子 事務十HJ佐員（採用） 46. 9. 30辞職
／ ／ 1 口ナナ子 事務補佐員（採用〉 45. 3. 30退職
4. 16 山：掃討子 事務補佐員（採用） 45.3.30退職
5. 1 出ILI 1E 見｛13／員（採用〉 46. 4.1技能補段員！こ配買換
5. 16 ；永野 ・Fr:古川＇(2よ＆班り配解析i円換研究所L） 
7. 1 lb （採用） 46. 7. 1 
ノ／ II 千Ji；司良子 事務補佐Il（採！日） 4. 10. 1工学部へ配置換
／ グ； JI"- J：頼輝 併｛壬助教授（：仁学部〉 46. 4.1研究担寸（工学部教授〉
s. 1 1内 il t奇 技指補佐員（採用〉 45. 9.1技千円こ配ftを換
ググ本島京子 臨時用務員（採用）
9. 16 1:i il烏美代子 事務補佐員（採用〉 45.3.15昨i胤
10. 1 二七店 ]IC 助手（採用）
1. 1 自 Il 良平 助手（採用）
12. 1 松本、J・ かづ子 臨時用務員（採用）
45. 1. 1 四｝.！~礼 事務店（原田）
／ ／ 技 J1 尚
4. 1 I掘内梓 J 146. 4. 1架’｝：（'i；へ配円
／ II I森 征洋
槙正紀 助手（採用〉
II ／； JI I祐三 助手（採用）
正隆 技官（採用）
／ II ' 子：j I.庁布［！ 技H I 45. 6. 30王将殺
／ か；小野 i寺尉 併任助手 CJm学部〉
II か； m ヰl 良 ;f! ｛｝！二任助手（毘学部）
／ グ i須藤錆事j 併任助手
／ グ； 1;1 ;J.5 令
／ ノ／ 坂本和





9. 1 間 J1 刊チl拘補佐員（採用） I 46. 3. 30退職
／ ／ 杉野充
4. 31 
--ザ、ー の f支 の 移 動
46. 4. 1 早期
民栄
II II 料開
II グ；清 7Jく iE.
II グ！瀬 JII 
／ ／ 長！；域忠
II II ) ｛主友期
II グ ITI'i 
II ／ キJ
／ グ；ヰi j本
／ 11 i J: m 事務補佐員（採用〉
II が；米 IJ1 事務長IH全日（採用）




































5. 刊 行 物




(A) Bulletin of the Disaster Prevention Research Institute欧文， B 5）坂， 昭和初年から昭和39年までは
不定期刊行で， Vol.13.論文番号 No.70まで刊行。昭和39年以降昭t1]43年まではlrf4 [flf!J1j"，内 1!ilは抄録
集で， Vol.17. Part. 4.論文番号 No.129まで刊行。昭和43年以後は年引1f1Hl, r1す1 fr1Jは抄録保，昭和46
年10月l臼までに Vol.20. Part. 1. 論文番~｝ No. 186まで刊行
加）京都大学i坊決研究所年間




























































































































KSL-6GW l II 
精密ベンチレース F百B-LI型 l II 
横フライス盤 KM叩Sl.5主さ l II 
SANKO D白381 II 
卓上ボーjレ盤 D-13, D-6, 5 4 II 
110頭グラインダー 日立ABT型 l II 
バンド研磨機 KT“11型 l II 
万能割出し機 200“1H l II 
油圧式金切鋸盤 No, 170 l II 
小型直結帯据機 l II 
スーパー型コンプレッサー 日立 l II 

















































































































列挙すれば，（l)i毒殺変動，（2）徴小地震， (3）地震発生機構， （街地殻および地球内部講造となり， これち；ま， 究極的廷













などの基礎的研究が完了したので， よち詳しい註笠の追求ゃー Tectonophysics としての取扱いに重点を泣いてい
る。北陸地域辻開始投日が浅いが，ここ l～2年のうちに基礎的研究を完了する予定である。この研究は主として，
岸本・西国良平・見野和夫（鳥取微小地震磁混j所〉および渡辺邦彦（北陸徴小地民総額i所）が担当している。





































































































































































































































































































































































































































































門剖設以来， モデル流域における観測調査研究に意を注包 淀川水系LU科JiI流域（llB38-), 同大谷川流域（fl39-
44），同古川流域〈昭40…〉， 佳JIl右文J1小畑JIIJ二流域（昭42-), 天神J1市街地流域（11244-), 横大路低半輪中地域













































研究を実施するとともに， 海水交流の研究を実施した。岩塩？ 土）議， j'I二上らは昭和36年新設の記述風絹；J<.槽を用い
て，海岸堤防の越波に及ぼす風の影響を各地の護岸や堤防の模型実験を含めて系統的に実施して，わがi認の海岸堤防
の設計に大きく寄思してきた。岩屋，柿紹らは大潟海岸をはじめとする各地の海岸におげる波浪の観測記録を電子計





























































































































































































ためには，特殊な白山こ応、じた撮影法（地上i'L体撮影をふくむ）， l,gj ｛じ表現法の開発が必要であるO 奥田は横山Mtニ






























































1. 河川実験施設 20. ライシメーター 31. 
2.小長水路実験施設 21. 第 2 港湾模~tl実験施設 32. 
3.長水路実験施設 22. 波正実験施設 33. 
4.第1港湾模型実験施設 23.洪水流実験装汽 34. 
5. 海洋河口実験施設 24. 河川災害総合基礎実験施設 35.
6. 持Jl小実験場 25. R Iトレーサー実験施設
7.実験用砂処理袋詰 26.地盤沈下実験施設
8.斜面流出実験装置 27. 180°轡曲水路














本館 2持？ 本島＇，； ：.；階
管民i棟1持
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62 ~} 2 j'仕組 織




写真 2. 12 RIトレーサ一実験施設
~Tr 2. 8 ；｛川ifiUl1試験地の1/100模別
ヰ立－2.10 斜而流1!'；！ミ験装iT:
写n-2.13 洪木流実験装i1I:
18.宇治 川 7],:Pl［実験所 63 






ある。芹同幸三が34年 4刀から38年3刀まで， ／トj己nti）；が35イr4Jjから381r-j.C:5 Flまで？西勝也が36年 4刀から411r3 
刀まで，宵JI・宏が38作 4J=lから利作3刀まで7 余I越正一郎が38作5Jから411ド3）］まで，lh村屯久が38'rド4J jから44
作 3 )3 まで，谷泰雄が3~1て 4)Jから44イド 3｝－］まで3 出入淑！とが42年 4t.Jから京年3)Jまで，奈良JI：修二が44'rf4 )Jよ
り顎年12月まで勤めており，現（1：は，宇民正が41作 4刀から，J：野鉄男が44年 4！］から，芝野照夫が46{]'.4 Jlから：:/iJ
巧：（£ 2. 14 曲線流：t話会主t1i'i:
'lJt¥-2. 16 ドーナツ担風洞；］，糟（浅｛rij:波模
J1<J実験装ri:)






は， 関係，－~sr1Jの J｝＇（で述べられているので， jスドゴJ験19rliJf­
究liを11むとしてjJなっている川先について述べる。





甘さるか1また~＼＼ i.武装目や実験水路の特性先IVJ などを f Jーなう。
(2) 制｜似1t?と関する研究では，水｝＂［！模J¥<実験において本1；：現象を究｜リlする際の村l似↑'I=.を似，：r：するための条f十を｜リjら
かにするとともに， scale effectsを＇I－：ずる原肉を先iリjする。
(3) ;j<.Jl[実験用 I汁測慌のIJ日発研究で－は，超音波， R I，屯｛滋波写を利川したが「しい担！Jr,誌の｜泊先や測；と）j法の改良な
どを行なう。
(4) ;J,J-lli測；と慌の法隔日動；!;I] 日Tl:Kfi".-tの IJM 免研究では，測定されたデー タの法隔記諒やデー タ処理などのノJ法のIJI~先















































































































































? ?? ｝ ? ? ?? ? ? ? ? ?? ?
?
i升；鹿忠良県西桜，1':'JHv1：止｝J試掘（ S-lOOO~tL地震計 3 成分， S-50型地震計2成分，有
ヶ谷 ； 掠j主部地震記録袋詰一式， 6chデータ…レコーダー，
移動揺i鶴間 4chデータ…レコーダー， 12成分電舷オ
シログラフ，志i卦式徴気／Lil'，結諮水準儀一式，水平
振 firn傾斜，JI・2 I点汁，ハンヂィサイスモグラフ l合？
1言え｛地下探査器…式




3 北 岳 観測主（鹿児品目制緩島幸,Jjじ岳
4 小 出土出展 ril・ ：キ：！！蕗忠良県西桜島村／ト池
5 待 目要 知 誤1 2主；鹿児島県語版j；討す・fJi'l山
6 袴腰 換摺j議室立ち児島弘話級品村誇接出
7 黒 ドjl 分 ；！謁見詰dj京桜島町黒til
8 鋭 11 j事長 A j鹿児島市来援j込町黒枠
9 j者i説 !1地震計五；！諮問島市東桜島町黒神
10 昭和 j容器地 ；鹿児島市服島町時l
11 下 fJl・ 敷桜前j主；！鹿児島TIT下伊敷lJ
屯磁式地長，n1 f ？ 
f~己ノ々ムt1111 説首， 11·21＆夕〉， ス一ノf一インヴア一 jレ！司言lt'J.
,/1'3｝点分， 水、I，：事長子｝~＇lfi項斜di・2成分
ローノレ:1I'l泣き検期犠









，同l 月？ 正l: 士自 観 誤1 z,号
12 鰻 t出 観測 室践把島県指宿1J¥5山JI¥I時 電儲式地震~I・ 1 台
13 j出 l:こi 観測 室 鹿児島県指宿市池田 電舷式地震計1台
14 IJ自 出1 観誤1 ：鹿児島県指宿部間関町 電磁式地震計ー 1台
15 てに1'j 怯 分 鹿児島県姶良部吉松岡 25倍地震計3成分，有線遠隔地誤記録袋店
16 竹岳地震計 I/ 電磁式地震J!・1台
17 高塚地震計 ノ 電｛滋式地震計.1台
18 §t 仁l 組関 ヨ三 ／ 電磁式地震計1台
19 1 fit：久禰地援 di’ ／ 電！滋式地震計・3成分
20 1' ft 知 j期 宮崎県rJl;j諸県t¥1ゑび、の1 準fil1:i 
21 本 f{1J 誤1 ！指先，n県姶良l¥1栗野町 II 
22 メIJ 観測 ！蕗把島県姶良t¥l菱刈町 II 
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20. 地展説部T:fr 69 
ったが，その後，微小j出展の研究は地麗予知研究の一つの有力な手段として全体的な「地震予知研究計i出iJの1:Jにま1
入れられた。この研究計画は，昭如40年疫を初年度として，徴小地震のみなちず碍々の介野を縞羅する年次的実行・rfr




れた。当初｛志地かく変動部門教授・戸時雄が所長を昨i壬， i己池右J).えがJl)J手となった。 40年一戸が理学部；こ転じ， %fr
たに地かく変動部門教段となった搾本兆Jjが所長を苦手記？同時；こ尾池は間部門助手となって，見野ちIたが投fI:J)j手と
なった。 44年見野は地かく変動部門助手；こ移；J，酉i卦良平が鋭誤IJ所助手ーとなったが， 46年烏取微小地震観測所；こ1首長徴








の｛出こ， r:t告麗予知研究計量HJ＇こ基づく地磁気観測も行なわれている O この説澱のために， 昭和41年度にブごロトン磁
)J計が防災研究所に配置されたが， A, B1Iijセットのうち， Aセットは鳥取観測所において常時観測を行ない， Bセ
ットによって主として中留地方の数カ所を選んで比較観測を尖擁している。このため，昭和42年～45年には，教義部
教授太J柾次郎が研究担当数段として説部および研究出導に当ったが，却をf.太出.iltr主；後は，教養部助手控友貝IJ彦が辞
任JJ)J手としてその任に：＇i っている。また鳥取大学教義部数段宮腰掛－Lll~が，微小地震・ 11虫館気その他桜測所の運＇！J ’
般に関して，昭和381:ド以来非常勤講師として協力している。
i{-2. 2 烏耳元徴／ト地震観測所および蹴測京一覧
1 i 鳥取徴小地震鋭部所 l'J，，災対L,I羽務地 ；；心G ！岳j5[短J,1dJ~j電磁地震計（lOJjf;i'；－，ペン三；：） 3成分
長J,i,jJvjPress-Ewing JW地震，1'(3 
学.f己銭〉 3成分
2 品会 ；司 rt0! mu 烏l良県；¥]l山部長；Wi'dU!J 1:'G!1さJs[1tW,1Jt 1成分
3 日凡 ノ／ 兵忠弘｛主P1J);1＼三日Jjl¥J ji; 上 3成分
4 iJく J二 ／ 兵阜県氷上l¥i氷上l¥J 向上 3成分
5 jぇ ノ／ 兵！本県諮父'1大；豆町 lrij 上 3成分
6 泉 ／ 兵庫県加西df ！司 l成分
7 lnJ 1説 ；立 )Jr ト向ラン上ジス
8 妙見観測 ':fr 大！技官笠能1.¥1能勢町 トランジスタ増幅器式地震計（2.5万倍，
9 八木 ノ／ 京部出：船）1二l¥1八木町 向上
10 京北 ／ 京都府北桑国1¥1京二！と時 向上
11 : 上白茂 ／ ！司 J・.
12 志津川 ／ ； 宇治r!T志津川 i可 J二
70 知2立高l 私生
21.北陸微小地震観測所
,4(/f,¥J測所は3 「地震予知研究計』i」（研究活動 地震予知の唄参照〉 ！こ£づいて，昭和45年度（ζ防災研究所附属施設
として設目され，定員2名 （l)J手1?"1，技官l名）が配属された。乙れに伴なって1地かく変動部門教授岸本兆ノ5・が
所長を併任し，助手渡辺邦彦で充足した。 45年度には，設備購入貨および観測＇J：業費が交付－され， 45年度末までに地




乙乙｛という北陸地域とは， ,Ci川D，し南部から福井 ・｜岐阜J垣市 ・控H1北郎 ・京郎北部にまたがる地域をいい1 当観測所
の主たる 111.~，地域と ,0·えている。 ζ の地域は1 地球物J~li学およびi也氏γ’的に私jgめてill~かっ興味ある地域である乙と
はJ,1州lの泊りである。イ1・-t1なJI日和23年の福井地長を始めとして1鮪江地震（lリJ治3311'・, M=6. 6），姉川地霊長（lijj治42
年，M=6.9），析しくは大聖寺神地震（1?.HLl27il三 M=6.8），北美濃地震（1?3不:t.136年，M=7.0），越前1ilj神地震（lf{
f-138年， M=6. 9), ！互には1969!tf9 )J9日｜岐阜県地民（M=6.6）と， いわゆる大地震級の地震の5c1・二頻度は極めて
高い。とれらの地髪は恐らく，保j言谷断層，柳ケ瀬断層を始めとする乙の地域の断層系lζ大きな関係を有するであろ
う0 Y.ζ の地域は，いわゆる東北日本と西南日本との接代部花、1，っており3 造梢学的任後雑かっ重要な問題をはらん
でいる。乙の乙とは，ζの地域において先生する地霊長の髭j原分布と先崖機構や，とれらの地震活動l［対応する地殻変
動のが（~式を見ても 3 十分1忍識される ζ とである。
このように北陸地域は，地球科学の諸分野において学問的に大きな興味を持たれる所であるとともに1 上述のよう













。 10 20m 
｜宝1-2.8 北陸微小J也展観測所矧損I＼坑
下矧測主lと隣接しており，観測所本所竣工後は， 乙のj也ド観測宅は北陸微小地震観測所観測坑としてOiニ合され，i出展
・地殻変動の総合的観測が乙の坑内でわ二なわれる予立である。衛星観測主は， ~（£教民－r1r, 滋賀Fよ浅井町， 同今rIt 




























































38. 49140. 53 
なうと
36. 17137. 20 800 
宮主主りよ梨！五U¥i江主主｛UIJ長1.°'rょーっ???
2 
~r・潟県:wr定 IJldi京ぷ谷 37. 48139. 29 385 
50 i¥1fJ江主長：；435. 02138. 56 
























36. 39138. 20 450 
25, 35. 56136. 13 揺ji：.県鯖江iむ新flJ
}i(1ifr 宮主主dTJi,J立
議長！UrJ1
設立江 ； 9 


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































職員宿舎 託子町一つ 26 屯鶴来地殺変動知誤ljfr観測坑；ヨ
入口 G主同記録市）




ィジタノレ記録は坑口のj割高記録京で行なっている。既設のスーパー・インヴアール俸制i縮計 7合（うち 6f＼＇は 6



















































































は現在も常時観測されている。 間一2.14 潮，1,q思力実験所 建物配丹関
写立－2.29 実験所遠景
79 

























である。…·fi]'.zに，このような均況は平常時においても， fL~II\J(Iヲ？空fln(J'-.j に絶えず変動しているから， ll!f [/r](IZJ，空fl¥Jr’（I
な述続総長認を行なう J名裂があり， このために，この観測所が；i支店されたのである。
昭和351y.数民述1Jd百一郊の努）］によって，わが！kl最初のiiji判官tJIU塔がHl1:fx1L1日I；立湾r'lilミ/f¥l：こ投iせされ？。Hf:lJ1教
民／ El~rJ秀切らがrj1心となり， ll)J手西ll浮Lt!.の協）Jのもとに？逐次観測装！1'.'li：を税錨充実し，海洋・ A1'<Ul'ilの相互作用の定
flt(l1~ な究明に努めてきた。 nBtll41年 4 月白浜海毅観測所として防災研究所の｛、！？同胞設となり，定員 3 名の配ii"'i:が認め
られ， l主役長岩国紙一教段および頭助手が担当することとなった。 HF－！和421if~ ／·Jgらの努力によって？内i~fllJ堅 lT1下知i
し， R日和43年 3月高額195nfの鉄筋コンクリート迭の総関所本館の一部完成し，その役l{ifl43
if.If改良宿舎の建築が認められ3 また蹴測挺しらふじ（約2.4ton）を購入して， 空間1Y~な観測体；！日！の光実がほかられ




































本海：＝：百iする新潟県rlJ頚城市大潟町の海岸；二段，帝国石部K.K. 所有の長大桟橋（立H 人T,f;~~ ： lT結よりの長
約250m，槙橋先端の本；）ミ約6m），第2人工島〈距岸1.3km，水深約15m）および第3人工島（距！芋2.5km，水深25m)
などがある砂浜海時であって？ bti己競誤tlの実施には絶好の場立！？である。教授打垣球ーは所肉む関係斉と協力して， m
和40年第 2 人工自にi特段抵抗式波高討を設ほして波浪説部を開始したが， ~！手！if.11刀には第 1 人工品に 61守の同じ波j;':j



























































































Ile! f1!4fJ:c 4 n 1日文部議令弟18号ーにより？助手1名，技1三1名の京蔀j









































































































































lj討がP波 nodalplaneの法線に対する観測点の方｛立によって変動するという事実から， slip planeを定め，同時




×1Q25～1. 6×1027dyne・cm, 断層面の長さ 10～30km, i福 5～24km，変位量 1.0～7. 5m, stress drop 160～数g
barである。さらに slipplaneの方向分あのテクトニックス的意味を論じ？ また stressdropが深さに対して増
加する傾向を見出してその物盟的意味を検討した。
宅協和夫は WWSSNによって観測されたおれ1地震のP波初動）－.flむの資料（約9000関〉を約50の地震搭に分説し








さらに尾池（-j:, multipletを構成する地震の中で最大の規模を持つ地震の一方の nodal plane 上に他の地授が
発生していることを見出し， この結栄を， 1!!€[l艮弾性体内部｛乙与：えた椅円形断層1iLiHd.i立の応力場の変化と比較すること









れており， また， i虫箆発生n寺の地動を0.01秒という短周期成分から 永久的な変形まで， 完全に記録しようとする
広市域地震波観測装誼も， 今年度完成する予定であり， その！変身主が期待されているO
た地震学的あるいは測地学的観測資料と比較するため，傾斜断層面をもっ sheardislocation modelなど種々











を結ぷ拐、1線のJ1itlJ/ri；で.I"4 I白iの大爆破がilなわれた。 これらの観測結果の解析から， この地）1‘の手均的措；c＇.として次
のよう られている。
Model I ; 1 (5.5km/sec; 3km）ヲ 2(6. lkm/sec ; 12km), 3 (6. 4-6. 6k m/sec ; 23km), 4 (8. Okm/sec; 
・ Model I ; 1 (5. 5km/sec ; 3km), 2 (6. lkm/sec ; 12km), 3 (6. 4-6. 6km/sec ; 17km), 4 (7. 4 
























有効であることを示した。~ California 中央部と SierraNevada 1L1掠下の構造そ推定するに当って，
録破によるP波ど1寺，主力異常， Rayleigh 波の群速度の変化を総合して解析し， i：のilr！床下では地設が異常に厚
く，東側の Basinand Range Provinceおよび酉｛![ljの太平j下洋では；：れ1ことをi読めた。 日本列島下の地穀および
j：部マントル構造に関しては詑来より多くの研究がfj-われて米たが，三雲は日本の存地域で行われた爆被地震動観測
の主時 dataにもとづいて沌々の可能な構造モデルを考え， これらの詐モデルについて， J"IH：和刊に期待される屯力異


















































して；おり，また particlemotion の方向はほぼSH!i;'lであること， 2～3秒の長！な期の波については振動/j
j11Jがかなり異なっていることなどを見出した。さらに l~I・沢・入倉孝次郎は，天ケ 1,Jifi地殻変動鋭部主に於いて行なった
徴小地自の観測かち得られた記録を digital（ヒして， particlemつtionの方向を調べ， S波の検i'J1，及びSVとSH 
の分離を行ない， S波初動の方向を調べている。さらに古沢・入台・竹本経三・亦松純Yーは， これを発展させ， p i皮
の particlem)tionのfjlfUと震源方的！との系統的なずれから限斜！詩の1訂正を予測するに到っている。
またデータの！司 IiJJ処理を行なうには，記録量を電気量のlf~でf.1ι必i裂があるが，余店主1！開などのように一時的な観



































研究店'.1)1ば， 36）ド疫に出版された 1W災研究所十｛f.史Jに，（手しく述べられているので， ここでは行i唱することにし？


















一方，線開開始以来， R~ ， r肝では301；三大部分が20W近い能関年九が経過し，その資料の架誌は，かなっ長期間に
わたる地殻変動と地自？あるい；土地震活動との関係についての研究を可能にした。 n:i-1:ir.~~~ ・加藤正明・小泉誠ら泣，
昭和41{jミ以来，与謝関室停に誌j測結果や関係資料をまとめつつあり？すでに糾合・伊立長時・鬼攻・定小屋・生野・
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96 第3 究 j舌動





















































くことにより断層の長さL (cm）とマグニチュードMとの関係がか1口 2.2 logL -8. 4と表わされることを示した。
1.地震災容に 97 





















から， rj:i聖子は，熱膨脹を考穏に入れた Biotの.flH論を｝甘いて， 地表Ttiでの制度変化が 00cos (wt-kx）なる形で与
えられている場行のお度分布と）疋について考案した。その結栄，逢坂1Li組関所における 2～3×10-0の振i院をもっ抵
の年変化；まえ？Intの変止によって生じるものとして解釈できることを示した。



























• rt1良に設1L"i：中である。これらの；n,￥，号；副長めで安定で， o.00211 ／臓のお感度を有する。
また，高仔l（主立）．占沢．足u土’印詩li紙記録として｛:joられるものと向じ記録をデ、イジタル量としてf三ることを呂（I'-
として？光吉変換装；，・tを製作した。これほ光竜変換京子を1t夜させて光点の｛立読をカウンターで時nu間隔として溺定



























つ， たがいに交換し双}jが共同で社議， ！京HIJとして連名のもとに公表する， などであっ




















究明などを呂的とする一連の研究として， 1',';jlfl(J1H）・竹本らの土砂、の負荷による土地の荷主変形の研究， ！日jfl (Jil.) 
の体的ひずみ，i・ ・医院ひず、み，i'による地球潮汐の観測研究， 1）、以による逢坂111場開明および紀州鉱山における地球糊
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ないかなり法い地域が存在することである。特に数多く発生する場所としては， 淀川流域， 1l1iiAf断層系 Cl認の原点
















これらの地震の深さも又？ lつの特徴的な分布を示す。 10～12km恕度；こ鎖充のIUがあり， そヰlより訪日いものは；t'.l
j敢に減衰する。 15km以上のもの泣極めて少なく， 20km 以上のもの拭殆どない。 このよ主主主の地殻構造｛ま， いわゆる
granitic layerと basalticlayer との境界面が深さ15切に存在すると考えられるので， この地域；こ発生する地震
の殆ど大部分が graniticlayer i今に充生すること，更にnldlayerの佐賀が， 地震発生に関してZ主要な意味を宿し







節線によって押しの領域と引きの領域とが分けられ， 主圧力の方向はほぼ東西方 1tJとなるc 17rij野・平野（勇）泣，
主として淀川流域の1!；躍について，同じ；fjj去により；まぼi司じ結果を持た。この結果は， この地域のより大きい地震に



























任）］の HI討が地の小ID或と l~J らかにwなり？京eEiJJ1t抄ユら If寺 ， i\"y)J])l) ／こ約




















































必：~である。特に昭和146年 l ～ 3Jにかけて，段柱鋭部l±f七年において， トザパタイト法による微小地震の臨時観測




























構， 媒質の特性と伝括機構， 地表l¥t）による反動特性等の研究が必史ーである。 この研究を:i1lめるために自然地麗の観
測，爆破や起援器なと、人為的震源による震動実験，地質構造を正確に押さえるための弾性波探査法の開発およびこれ
らの実験観樹結果に基づ、いて地震波動の性質の恕論(IZJな研究が行われているO 研究内容を大別し＇ i）地震波動の先生





















の導入による実験法を開発した。方I]振機；こよる振動は入力波形が；まっきりしており？ 地震波動の{ij需を insitu の
状態で知るよに：有効である。島・入倉は S託 torque 型加援力による多層構造地盤の振動特’性について， 方n振器ど
よる実験と並行して，点、状援おし〉らの球［il波の震j原近鍔での波動の数値計算を行なうことにより論理的にi吟味した。
品はさちに水平方I]撮力による場合や，媒質の非~ili.性を考慮した場合等の数誼計算方法ーを研究し，地表！麗でむ重譲反射
の mechanismが震源かちの距離により S波・ Rayleigh波・ Love波の卓越する震!WJmodeの変化を明ちかにし
~伊
Jも」。 fundamental mode には余り影響しないが highermodeが peakとして表われにく
くなる事を明らかにした。
~tfJII （京〉．古沢. lj＼野；ま主号j烏i世震の余麗を誌i.)';i


























の定量的誤HJとを1S"なった。軟弱地盤では減裂が極めて大きく， high cut filter の役割を来たすことが切るかになっ

















向の不均質， 11，谷，援などr複雑なtm質構造，地形により， l耐震工学上京吏とされる 0.1～’10secのJi,jJ自の波動は大
きく変化するうえ，地震そのものの発生の｛立刊の可能性が！よし 地震の azimuth・Jt!l:i離などによる，卓越する波動





振動合による実験的研究および数値実験1'11:J 研究を行ない，地盤の土質や力学！＇l~filJ造とその震動特肢との関詳、を IYJ ちか
にし，地躍による災害の軽減，災当対策の資料を作成しようとしている。
iv) 地震動の地域的特性
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j者j込ではi出向43年（1部8) 5 )Jのf！ぷ地提君＝！＇：について， /{)I（ゴミ〉・凶によって説艇をiJーなった結果， i長i!t江主級品
の京｛J誌に多く分布し，深さは 2～lOl仰と求められた。また，間続ではかつて段々が指摘した如く？カルデラの鴎北部
















































ii〕 組誤ij,:rl ・｛，三の改良と ljJ~発
火山性微動の通勤エネルギーにHIヨする量を連続的；こdi・測し，かつl'.動的に統計的！xi.Hilをuーなう装置が和IH・力I茂
・須艇によって試fJ：された。この主主立によって，従米は人々によって適ゴな sampling によっていたものを，連続



































































































鳥羽良IYJ• lJ:1 q:i l:.l品は海指紋子の問題：こlif=Iし，測定法il誤ljQ)主主踏J{研究を；よなった。出中は昭和41ij三以来塩安心
明究として， して， Jl｝屈で生成されたrfijJ:foi粒子が陸上へ檎送される過程を追求して来た。すなわち， この問題に
対して，粒j二の地面シンクを~議した訴しい｝11!,111trモデルを提出すると問flがこ，海塩粒子の誤ll定方法を次々新しく開発
' J:1l論モデルの中で躍上でのjiJJiJi:¥Efの分子Iiを；之配するill~な 1n~次元致である錨提沈降比 7 の具体的
























度がある限界以弓ドでは表WiifiUI ＇， は起らないこと，法it~ ）国内では雨水は；rf1r1w1,,1 にi1ic~11J:1/UifiW＇，の…史ぶとなることを
確認している。なお，福）毛義I日・的存i立春先きの吊l！雷洪;J<.の}Jyil品となる謝！雪；J＜.の浸透について？化学分析を伴なった
観測を；］＂ない，融雪 1'L¥水の機構を一種の地下ノ1<.iオE/Jと考えられることを版告している。















長）己｛むわがi主！の河JI上流域における 5H分の lのよ由形｜雪lに），kづいて河辺＇ 1J i腹斜lfiについて河辺密度，距離，平






















































.{ I J;i ( 1/iけらは，由良Jil大野ダムの洪1J<,ui',1節を例として，，l)品部方法および調節効洪を検討し，大部分の出水状況に対
流入誌が300m"/s 以上となればある一定率鵡節；方式をとれば，所要の言以；；効栄が期待でき，その領域量；tal























＊量；こ；お；7るそれ：土地l去t；こよつて；土’ 、trt1J立したトレン Vを持つことを示しているo 1 i原（女）・長！るはわがIJ河川の
季節i存な変動持性の騨肝を！三！i’ヲとして各地乃河川について， 司流出；量系列のコレログラム解析より季節特性の基本で


















ついで， 一連雨量を与えた場介；乙 これをさ与に埼f!J!IUに配分する問題を石原（支〉・ 1く十三が扱っているO これ｛ま
降雨の時1/'d記分；こ関してラン夕、、ムヂ！：を仮定し確率的に併を求めようとした石原（えつ.if]尾の研究を発設させたもの




























































JI 1藁・ －大橋j この F.f石地堤i坊の
色絵'fi：がどの程度増大するかを検討した。これ；まきわめて不ト分な資料に主主づいての試算であるので，結疫の点に問
題を残しているが？一つの訴しい試みであった。その設内尾・；；；！：開｛ふ rlitとI・Jr!流域研Ji｛：芝山宅地域を対象として， n司手! J
38千FC担JjVJ認di〆｛ヒ）と向421r(r戸！＝
変fと， j控＊・池d存mの変｛ヒを考慮に入れて内水危i設E芝の変｛七を議論しているO なお実讃il{珪と言，.努：｛註との対比；こより，
























;J<. [,/l·f111jを庁間的；こ策定する i：で， ;J<.文；資料の模探発生がl~·mな役割を込たすことが多いが，）!Ji¥..福島らは，京
郊における汀雨量系列の特性をi吟味して，夏；むに微弱な＇ l坊主マルコブモデソレ？その｛告のJ(:lj；こは熊Fl己主H謁型モデルが












































きるかどうかは疑問である。関は， D訂 cy兵iJの適用限界を越える浸透流の抵抗長IJとして，ほぼ Forchheimer員IJの























































のはT 自IJ々 のだ逮段階にあるからであると結論づ、けた。また， tiじ岩の風化の程度をおjるのに，陸水の地球化学的特




をJ足案した。 これはヂIH'I：波：試験のれIf出とちょい対応関誌にあり， 十分に’jミJ!J'flのあることをljらかにしている。 ま







































































での洪本，l);\jfii；効尽を 1！！~担できないことを IIJJ ちかにした。また，河道！？話が不規EUJIこ変化する場合には？水流のほく離に
る買了間効果を導入して，ヌ！っさj化したほ想の一様水路に対する拡散形の近似式が現象をよく説明することを示すとと
もに貯帝効果による洪水伝保速度のj)t~ l とてい減特性とを i切らかにした。さらに，複i折田水路に対しては， r~水敷と
{1討すきの境界商におけるilrtれの混介特れがE主要であることから，その特ドI＝.を調べるとともに洪水流の挙動に与える影







































































































































































































































































































































































する主制な実験を行ない， i設界J品流力との関連において， 1!1]者の比較検A‘を行なった。また， fcb粒の運動の主誌が
salt::itionであるとして，その！建時をlijJらか；こするためfij、粒の運動軌跡を切らかにし，その力学的特性をJlH論と実験













































































































































































































とづいて， 湾曲流において発生l或， 発達域， 一様J］えの三種の領域を定義し， 各領i或の特'f'tと存千五祐四を l~J ちかにし



































































































































































を謝べているが？定量的法則性を縫立するに辻至っていなし＇ o 奥西は大戸Jl/J<系三属する同上1Jt告に約 2haの実験































































































































• L口ndslide area 
i玄l-3.15 ［~日出品の鮫砕帯地すべりの分布
p：古生層の地帯， PS：；三波J1結晶片：t'r1Jlの地1/¥,
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'.)..,_'0-~~'-~ ＼、〉むも AVERAGING TIME 


















































































































































































50 100( m) 





























よび生野泣周期60Elかち 8秒までの関の風速変動のスペクトノレを計算して， Var der Horen によって指摘された
5. 161 






dむ一一～～～ v 一 一件、一 一j附州制~高1似品蜘柵糊榊附榊榊哨榊酬桝哨同；~令制
’0.5‘ 
きi.も~ ~＂ブ· ＋＋十~ .1ア..~＇jll 手........ に；日 f刊~， rJ. ； パザ哨糾M叫榊恥
（きるふ「一
事ミ＆ ・.; . 
,i-5;>[ 
｛言”
＂.ム.... L J •~ • 














. 1/ ¥ I I I I I I .／λ勺刊十；~！Hti f J＇一「t¥































1.0 ．ー，～／・．. ；.－..e F '.,. … .r.•. ”・ハチ〆t、．・岨・

















この強風l或を縮小するための方法として， エキスパンドメタルを平IJ=Fjした BLASTFENCE を考案し東京間際
ジェット旅存機を使ってそのfl：龍を実験した。 BLASTFENCEはそれまで祁：々の形式のものが
二考えちれてきていたが，その'I!：能ば満足すべきもので誌なかった。石崎等ほエキスパンドメタルをf支出することによ
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